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陶淵明林和靖図屏風

平成14年度修復事業

111111 名 ： 1陥j淵 l リ l林木II Yi'Jl'.?<I);J-(ｷ. 風 6 1111 l 双

所）l淡 ： ハ ンブルク必神j- I~ 公附物創\·

所）l泌番 ', ~ - : 1971, 13ab 
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陶淵 l リ l林{: tl ili '淑l l-1· (:風（虚谷紅；•； 益惰）

修理報告

絵pl 1J作 ， '11'1 名

所）1泌番 '、 ;

修 J11 !_施 I

紙本娼 pJT1淡彩 陶淵明林和始図肘風 出谷筈益約： ／、: 1111 ー双

1971, 13ab ハンブルク文術」 ．． 滋 1·しり物創,;

'IL: 17 I J し ~廿党

1ｷ. JVJ 、 JZ /成 1 4年- 6 月 ～平成15年 3 月 オ

施 1 ·.場所 束ぶ都台束 I ><: Iｷ. 野公園13-9 東京 11q'°J: 1·N物釘',; 内修 J11 !. 至

修理前の状況 （図 1 5 )

、 J- iL ＜右隻〉

11111 I (1j 縦 1559cm 横 3606cm 

椋 /II、: 縦 171 0cm 横 3766cm 

見附 1. 8cm 

ト地骨（各扇）縦 167.3cm 横 62 1cm 

形態 六曲屈風

衣装裂 小緑納戸地金紗

大緑荼地州化紋金梢\I

様本 1り 堕

令具

災打ち紙

災貼り紙

Hl i蒻

り＇ ＇： 化紋角 金！

肌裏紙柘紙

桜化型鋲

11引 き染め雀籾寮母：刷 り

く） I~ 隻〉

縦 155 7cm 横 36 1 0cm 

縦 171 0cm 横 378 8cm 

兄附 1 8cm 

縦 167 3cm 横 62 1cm 

（才朱） 斗j': 111 ) し Yi',· 哨．：

半 LIi 11 '1 規

• 本紙は虫古が多数見 られ、 人り）せ背付近の 虫祖、-:& 1(1i の 虫背めが ；咋：しく、 料紙は風化 したような荒い表

1(1i が涵出 している 。

． 止噂め箇所には上から補彩がされており、画面 を 兄礼し くして い る 。

・ 補紙部分には加筆が見 られる。

． 仝休が「りれ、 付珀物も見 ら れる 。

・古い紐い伯かが II 立 っ ている 。 表而には捺れ傷も 兄 られる 。

・ 亀裂や虫穴が見 られ、 旧紐い部分の糊岡Itれが生じ、浮いている箇所も 兄 られる 。 （図 77 、 78)

・ 右隻の第 5 扇の上から一段日 の紙継ぎ、 左隻第 4 、 5 、 6 扇の I ·. から 一段 II の紙継 ぎに糊離れが生 じ 、

浮いている 。

・ オ i隻、緑裂に糊腐Itれが生じている 。

・ 方隻、下方の縁裂部分に湿気が原因と見 ら れる下張りの弛みが生 じてい る。

・ 角金具 1 個、 3年 1 個、鋲 7 個が欠失 している 。

三――- —



修理後の状況 (i:;< 1 16)

寸法 くれ災〉

画面 縦 155 9cm か紺 360 9cm 

橡共 縦 171 8cm 横 377 5cm 

見附 ] 8cm 兄込み 2 0cm 

下地骨（各扇）縦 168 1cm 横 62 lcrn 

形態

表装裂

橡木

金 具

修理前 と 同 じ

小縁 綜地牡Jl · J~f・ 1店紋金紗

大縁 臼茶地叶）＇｝）丹州紋銀欄

角型 （東京都 山 j 怜光男）

黒漆塗り（束京都 艮谷川進）

再使用

<) I~ 隻〉

縦 1559cm 横 362 4cm 

縦 17 ] 8cm 枇 379 4cm 

兄 1外寸 J 8cm 兄込み 2 0cm 

縦 1681cm 横 62 4cm 

裏打ち紙

欠失分の 1り金具ー11 ;,; 1 、 ){—1l i'i l、鋲 し・118 1 を似元新』月 （束ぶ都 奥村公規）

肌裏紙 宣紙（中 国般）

補修紙

下張り紙

裏！！占り紙

下地骨·

作業工程

1. 調査 ・ 記鉢

増裏紙 1 !11! 1:1 格紙（ネ11,,; 1 笛l 児 八如冷）

増裏紙 2 1可 11 柘紙 0闊岡児 八如培）

竹紙 （ 中 ! 1i l i ;伶）

（工程： 骨縛り、 設廿H , 、

蝶番

此押 さえ、蝶番、 卜袋廿．卜 け 、 卜袋掛け、 緑 ,,張り）

和:IIIJ I I *氏 (J奇 1: ・・ リ，し r1',I r. :j :、ば辿）

、甘•縛り

成掛け

羹押 さえ

ト袋柑け、 !ｷ. 袋廿i'( -'·

緑 ,~- ,)長り

り'(灰色雀）'/い! -~摺り

糸1 1IJ I I 甜.t ( 」裔 I i.県 柘; ,,; り 忍辿）

柘紙 （輻岡県 八久骰）

梢紙 （輻岡県八如消）

桔紙 （札,; ,淵県 八 如消）

柑布紙 （輻岡県 八 如培）

染柘紙 Ci汎 I I I• 1,!ｷ I I ( 11 1 泰樹）

) ,; 炉摺 り （平 11 1) し i i' i"罰）

府材秋 II I杉 ( I ) 総ほぞ糸II. Wt め イ I : Iｷ. げ（束瓜都 I I I J; 1 光男）

• 本紙の状態 を jJ,lij杏・記録し、 Hlit位の状態について ' I辺計蔽訊クを 行 っ た 。

2 . 屏風装の解休~t;-;

． 橡木 を外 して解体 し、各扇 ごとにした。

・ 表装裂地に iii斧<~贔 り を り.えて取り外 した 。

3 . 剥落 JI ・．め

• !..j膠水溶液 1 % (if(:, し比） を絵具 に喰布 し 地lj 落 止めを h っ た 。

4. 本紙の取り外 し

• 木紙、以砂鼓り紙を 卜地骨か ら 外 した。

修）：野,~: 1 ;· 1 05
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75 111 災貼 I) 紙
Old final backing paper 

76 ぶ）「）札必 lli'i リ 甜し
New final backing paper 

浜紙にて !ill 強

l~ight screen, I" panel, after rcstorat1or 
Infill paper made of cltilmslti (b;imboo paper) ~\ ,as affixed from し he

back of the painting onto the damaged sect ions, and other infill paper 

made o f しh i n 111i110 paper was affixed onto しhe sections with cracks 

只 ． 本紙の修則

• 本紙に玉温の浄水にて軽く湿りを与 え、 111装打ち紙を除去した。

. )JII節がなされて本紙に叫II染み、除去することにより両而の印象を変えてしまうと ' l':I ] 断 される補紙は残

し、そのほかの補紙は除去した 。 ( IXl 79~81)

• 本紙に完温の浄水にて軽く湿りを与え、濾紙に移し取るようにして朽れを除去 した。

• 本紙の欠損箇所に絵具染め した竹紙を川い、補紙を施した。

• 本紙の亀裂部分には裂面より萬美濃紙を 当て、補強した。



修Jlj坪1~1り ）07 

Right screen, I" pa11cl, after restoration: All old infill papers, except 

those significantly affecting the appearance of the painting, were removed 



10 

2 ·(I冬 J1I LI jij 
令 !!-が欠失し、 ll背には 虫・H1が兄

ら iL る 。

6. 衣装裂の選択

修狸後
欠火: trnの金具 は復辺）r , J.'.J して取り 付
け た 。 ）¢背 は 11 .'j: 代 古令笥紙にて wは1

した 。

Right screen, 3rd panel, photograph w i し h transmitted light after th 

dismantlement 

ｷII I J;: 装裂地は損1絡が著 し く、 1具1係者と 協議の I ·.、緑裂は小緑は令紗人緑は銀襴にて新訓した。

7. 本紙の裏打ち

• 本紙は非常に池く脆弱であり、 肌裂打ちに強い繊維の紙 を使川する出による彩孵を考）應する 必要があ

っ た 。 このため関係者と協議の上、肌製紙に直紙を 川 いることとした 。

新糊 を ）廿 い 壼紙で新規肌裏打ち、格紙で 2 同の崩裏打ちを した 。

8 . 衣装裂の裏打ち

・ 新調の表装裂を、新糊 を用い木者紙で裏打ちをした。

9 . 裂貼り紙の作成

• 関係者と協議の上、 裏貼りの紋様を雀型に決定した。

格紙にて 1 回の裏打ちをおこ なっ た染格紙に、 渋型で紋様を摺り 、 裂貼り紙を作成した。
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6 繊維糾成の顕微鏡与真 (/,:,{j とも ）
竹の載糾。 染 色すると , ';· い .' .'!: 々が多〈 観烈され、米糊 を 配介 して い
る 。 中 l t i/ ,;{,: の 竹 紙には、米糊 を配介 したのものとしていない ものが
ある 。

10. 屏風装の下地作成

． 杉材に て総ほぞ糾留めイ I.: Iｷ. げの骨本地 を 、 棺材にて緑木 を新』,'ii した 。

• 細川紙に て 骨縛 り 、 祓 す」；卜 け （二辿汝）、梢紙にて此押 さえ 、 紙蝶番 を して 六 Llll 拍＇風 とし 、 Ii i ! じく 柘紙

にて下袋掛け、 卜袋掛け、緑 I吋鼓り をした 。

11. 本紙、 表装裂、 災貼 り 紙の張 り込み

． 骨下地の表血 に本紙 と 小緑、 大緑 を 阪 り込み 、 災 1M に 災貼 り紙 を 張り 込んだ。

12. 補彩

・ 今同充てた新規補紙 1 ヽに、枯調色の補彩を 1jｷ っ た 。

13. 仕上げ

． 橡木、食具． ＿• 式 を 」収 り付けイ 1一： Iｷ. げた 。 緑本は黒漆喰 り を 施 した 。

I 
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. 1り 令具 、 絆、鋲の欠失分は復元新調し、時代付けをし て使用した。 （図 82 、 83)

14. i呆介袋の新訊'i]

． 綿イり を使い収納袋を新訓 した。

15. '1°c l成 竺i真1被彩

今回の修復で得た事実その他

• 本紙各）油 は 、 3 紙継 ぎであ り 、それぞれ 1 紙ごとが災打ちされてから府1丸がれていた。 今圃の修埋では継

:ゞ· r を 外 し、 111 HJ し裂紙除去後 3 紙 を継い で 、 その後に ） lJ し災 -J'j ちを施 した 。

·111 災打ちは ）lJL災打ちのみであ り 、 本紙の裂似部など弱い部分には災 1(1i から ヽ：：｝状の紙に よる袖強がなされ

て いた。 また 、 肌裏紙の I ·. か ら 所々にはがき 紙） 『 による袖強がなされていた。 各扇 とも 本紙の ），';·Jl!H に無

数の 虫常めが見 られた 。 （図84 、 85 )

·111袖紙は関係名 と 協議の上、除去する こ とによ り印象を変えると 判断される）1 ~:!k第 6)ン』 の 人 り ）t背付近

に施 されているもののみを残 した。

• 本紙の繊糾分析を高知県立紙発業技印Iサセ ンターに依頼 した 。

その糾朱、原料は竹であ る こ と がわか っ た 。 （図 86 )
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Unkoku Toeki, "Dao Yuanming a nd し in llcijing" 

Conservation report 

JJANDA Masaki 
I Janda Kyu 

Title of the painting: "Dao Yuanming and Lin Beijing" by Unkoku Tocl<i 

Conservator: 

Period: 

Location: 

Pair of six-panel folding scr ns, ink and color on paper 

1971, 13ab Museum｣Ur KunsL und Gewerbe, Hambur 

Tianda Kyusei-clo Co., LLcl 

June, 2002 - encl of March, 200 

13-9 Ueno Park, Tailo-ku, Tokyv, 

Museum 

m, Tokyo Nalional 

1 . Condition before restoration (Fig. 15) 

1) Dimensions and malerial 

Painting: 

With Frame: 

Fram 

Wood lattice cor 

Mounting formal: 

Mounting fabri 

Frame: 

Metal ornamenL 

<Lef l sc ree n >

V. 155.9cm H. 360.6cm V. ]55.7cm II. 361.0cm 

V. 171.0cm 1-l. 376 6cm V. 17J.Ocm II 378.8cm 

plh 1 8cm (each 

V 167 3cm H 62 1cm (each panel) 

arrow mounl border: Ni仰doji ll加加 (go l d Lhread on greenish-blue bacl • 
-round) 

Wide mount border: Ch砂頭lwmon l,inran (a plant and flower pattern in gold 

ｷ1uarc shap 

ツ'o/,amon ~くa/,ul,a 11ng1t (a square metal ornament with a planL and flower paltern) 

okagala byo (nails in shape of cherry blossom) 

Lining paper: }くozo /Ja/Jeァ

Final backing paper: Cubikizo、me suz1tmegala /,imzuri (painted background wilh a mica printed 

parrow pattern) 

2)Damage 

1. There were many inslan f 111 、 nlirc painting. Especially on th 

f the original paper wa r• 

appeared. 

2. Toning conduclcd during previous rcsloralions was added Lo seclions containing insect clamaか9

affecting the qualily of Lhc painlin 
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3. Drawings could be seen on the infill paper of previous restorations. 

tJ. There was soiling over the entirety of the painted surface. 

Traces of previous restorations were noticeable. There was also damage caused by wear on the 

urfac 

6
 

racks and insect holes. And added paper was flaiking due to the weakening 

ints: the first paper joint from the top on the 5u, panel of the 

r joinl from Lhe top on the 4 し", 5 し", and 6t" panels of the left 

flak in 
—— 

[ lhe mounting fabric was loosened on by 

moislurc clamag 

I 0. I square metal ornamenl, 1 rod, and 7 nail 

2. Condition after the restoration (Fig. ] 6) 

and material 

ainLing: 

WiLh fram 

Fran 

Wood latlice corゞ ・

<Lefl screen>

V. 155.9cm I-I. 360.9cm V. 155.9cm II. .%2.4cm 

V. 171.8cm I-I. 377.5cm V. 171.8cm TI. 379 4cm 

Depth 1.8cm, thickness 2.0cm (each screen) 

V. 168.Jcm H. 62.1cm V. 168.1cm II. 62 ~cm (each panel) 

Mounling format: Six-panel folding screen 

MounLing fabrics: Narrow mount border: 1-lanadaji botan Karakzルsamon lcins加 (peony and araｭ

besque in gold thread on indigo-blue background) 

Wide mount border: Shげochaji botan Karakusamon gin ran (si Iver brocade with 

design of peony arabesque on white-brown background) 

Square frame (by Yamagishi Mitsuo, Tokyo), black lacquer finish (by Hasegawa Fran · -- ・

usumu, Tokyo) 

Metal ornament: Originals are reused, except 1 square metal ornament, 1 rod, and 7 nails are 

reproduced (by Okumura Kiminori, Tokyo) 

Lining paper: 

Infill paper: 

Under papering: 

First lining paper: Senshi (made in China) 

Subsidiary lining paper (first layer): J{ozo paper (made in Yame, Fukuoka 

prefecture) 

Subsidiary lining paper (second layer): Koza paper (made in Yame, Fukuoka 

prefecture) 

Chikushi (bamboo paper made in China) 

Hinges: 1-Iosokawa paper (by Fukushima Yoshimichi , Saitama prefecture) 

Honeshibari: 1-Iosokawa paper (by Fukushima Yoshimichi , Saitama prefecture) 

Minokake: K⑫ o paper (made in Y ame, Fukuoka prefecture) 
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Minoosae: J(ozo paper (made in Yame, Fukuoka prefecture) 

加切ofulmrogal,e, uwafi成urolwke : Koza paper (made in Yamc, Fukuoka pref, —' — 

turc) 

Fuchishitaba力： J(ozo paper (made in Yame, Fukuoka prefecture) 

Final backi n 

Wood latti K⑰ zoi: Altitasugi s加ota to切eshiage (polished white Akita cedar wilh milered 

joinls by Yamagishi Milsuo, Tokyo) 

2) Treatment proc 

1. Examination and documenlation 

ｷExamined and documented Lhc objccl condiLion. Damaged areas were photographed. 

2. Dismantling of fo ldin ~· 

ｷFrame was removed and each panel dismanllcd. 

ｷMounting fabric was lighlly moislcncd and removed. 

3. Pigment consolidation 

ｷ1% (weight comparison) solution of animal glue was applied Lo LI 

flakin 

4. Removing the painting from Lhc wooden lalli 

nls in order to seal th 

ｷThe painting and the final back lining paper were scparalcd from Lhc wood lalli 

5. Repairing the paintin 

ｷThe painting was slightly moistened wiLh room tempcralurc purified water, and separated from 

the lining paper. 

・ All infill, except those しh a L signi ficanlly affecting Lhe appearance of the painting, were removed. 

(Fig. 79, 80, 81) 

ｷThe painting was moistened with room temperature purified water, and the soiling was removed 

with blotter paper. 

ｷInfill paper made of dyed chikushi (bamboo paper) Lo malch Lhc Lone of Lhe painling was affixed 

to damaged sections of しhe painLing 

ｷThin mino paper was added from backside o 「 Lhe painling surf F 

creases. 

6. Selecting the mounling fabri 

reinforce Lhe seclions wilh 

ｷThe existing mount [abric was severely damaged. J¥.fler consultation among conservators ancl 

those related to lhe projecl, both lhe narrow mount border and the wide mount border wer 
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re-produced with gold thread fabric and silver thread fabric. 

7. Lining of the paintin 

ｷThe paper of the painting was thinning and becoming weak. So, selecting the appropriate type of 

paper (especially concerning fiber co nlc叫 for the first lining was of critical importance. Through 

discussion, it was decided that senshi was to be used for the firsl linin 

affixed wilh wheat starch paste, and Lhc subsidiary lining was affixed using leozo paper 

しin ing of Lhe mounting fabri 

ｷ/(ozo paper was affixed to line the newly made mounting fabric wilh wheat starch pasl 

9. Making the final lining paper 

・ A.fle r discussion, a sparrow pattern was selected for the rin<1l hnck lining paper. Dyce! lmzo paper 

was inilially lined with another layer of l,ozo paper. The pallern was Lhen prinled on iL using 

shib,1只ala (slencil made of shibugami) Lo make the final back lining paper 

10. Making the groundwork of the folding screen 

・ /\ new wood lattice core with mitered j o i n しs was construcled in cedar while a new rramc wa 

made from cypr 

. f<ozo paper was used for the honeshibari, minokake (three layers), and 、min〇〇sae , and the six-panel 

[olcling screens were connected by adding paper hinges. Koza paper was also used lo rinish the 

勁畑o/i砿tkurokake, uwafuk四olwke , and Ju叶訟shitr.• bari 

11. /¥LLaching the painting, the mounting fabrics, and the final backing paper 

ｷThe painLing, a narrow mount border, and a wide mounl border, were affixed and the final 

backing paper was lined on the back sid 

12. Toning 

ｷToning with a basic color was added onlo Lhe new infill paper affixed during r 

13. Completion 

ｷThe frame was assembled and all the metal ornaments affixed. The frame was coated with black 

lacquer. A square metal ornament, rod, and nails were reproduced and artificially aged to replace 

the missing ones. (Fig. 82, 83) 

14. Making a new cloth storage bag 

・ A new storage back was made from cotton fabric. 

15. The completed work was then photographed 
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3) Facts and other issues learned from this treatment 

1. There were three sh f paper on each panel. Each sheel was firsl lined and Lhen joined with 

the next sheet. During resLoraLion, Lhc joints were scparaled, and afler Lhe firsl lining was removed, 

the three sheets were joined together, and then a first layer of lining was added. 

2. Prior to this restoralion, しh e re was only one layer of lining, and Lhe damaged 

painting were reinforced from backside by slrips of paper. In addition, previou 

completed by pasting card stock on the first lining paper. All panels at their eel 

areas of insect damage. (Fi 

3. Conservators, after consultation, decided that all old infill paper, except for those affixed near th 

inner hinge of the 6th panel of the left screen, and those significantly affecting the appearance th 

painting, were removed. 

4. Fiber analysis was conducted by lhe Kochi Prefectural Paper Technology Center. The resull 

revealed that the material was made from bamboo fibers. (Fig. 86) 

(Translated by Joseph Loh, Miwako Tezuka and Regina Belard.) 
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陶iJ::111n林叩i'淑l 叶風 ('f: 谷~¥/溢＾在）

作品解説
束京文化財研究所

綿 I]」稔

右災は/-,-{ 外で術立を 背 に して座す高士 と 、衝立の裏 に付む二 ,'j\ (かす,'riかれ る。 化J,d に菊化が咲いて いる

とから 、 1:':j 1 .- は 菊を 愛した陶淵明 と解される 。 イi 名 な 「 iJ-11 } よ米辞」 には 「松菊猶イi 」 の句があり、大き

な松樹もまた抑台装謹として巫要な役'HIJ を 担 っ ていることが知られる 。 1·,·,·; I : の 1i1i にある琴と衝立の背後に

凶かれる ,1::物 も 「楽琴叫以梢製」 の句 に相 ‘片 するのだろう 。 ただし本図の琴には弦が耕iかれていて、陶淵

明が他畷；琴を 1懇 したという イム）K とは合致 しない 。 ）1: 災は屈内で梅 と 椿 を 立化する 高 I : と 、 Iせ外で盆を差 し

出す ，w (-がi' i'i' i かれる 。 高 I: の屈 る庵が枷樹に圃 まれて お り 、 i'j\ (-の元へ脩！，｝が飛米していることから、この

·,•,',•j· I: は 「梅此鶴「」 と 呼ばれた林和姑 と frl名 される 。 陶淵 IIJ j 、林和幼 ともに イi 名 な 中 1 叶 の I隠逸で、 ,,, 批以

米、 II 本人 が好んで1贔い た幽姐である 。 本作は、菊などに施された細やかな彩色が必しく、余 I'I に残され

た紙地の 1' I とメ リ ハ リ のきい た糾調と相侯 っ て、すがすがしくも格調似j い I'l iJ 1(1j とな っ ており 、江）月lふ代初

期の式家社会のある II粁好をよくあらわしている 。

笥名の＇芸谷窒；：益 (1591 - 1644) は萩 ・ 毛利湘上であ る玄谷 ‘家の二代 11 ' 1 '1 じ 。 初代の紅；•；頻が 「＇虚谷三世」

を名 釆 っ たのを受 けて、 等益は 「雪舟四代」 を名来 っ た。富舟 ( 1 420 - 1502/6煩） の 111 居 ・ 雲谷庵および

、 fj·舟＾・（＼： 「 PLI 季 II I 水図巻」（毛利博物館現）1淡）を擁して、江戸 11か代初期の .Iiｷ 舟解釈に対して一家言 を持 っ たと

い う 、, ,i_,: で、非常に重要な画家である 。

本図 には 「 ~:-r;:; 」 字を 片仮名の 「ホ」 のように略 した 「 • l~·N四代立谷~,r益 ...f\: 」 の款料 と、 瓢笥の 11 の部分

が灼阪っ ている 「雲谷」 白文瓢節形印、 および方祁部 I ·. 辺 ,,, 央付近 に欠失のある 「 了^；；益」 朱文方形 rri があ

る 。 これらの款印か ら 、本作は迎永年間中煩 (1630年代） の作 と 兄 ることができる 。 整埋の行き ）計いた比

較的筒潔な朴'{:図 と 、 「法橋」 朱文）j形印を 1半うい くつ かの作例 と 比較してやや緩殴 な訃.!;線は、同様の款印

をともなう 「 11 I 水凶肝風」 （和歌 111 限 • 西押 I浣） l淑） や 「り罹湘八批図肘風」 （ぶ行IS!{.f · 北野犬悩]'.再蔵）と似た傾

向 を示して い る 。 これ らを笥益訓風のゆれの 中で捉えるべきなのか、あるいは 1り房作 として捉えるべきな

のかは、依然として未解決である 。 しかし、 「やや緩投」 と い って もそれは非 祁； に微妙な差でしかなく 、

作品令休 としては等益画としての標準的な品質を 允分 に備 えて い ることは確かである 。 したがつ て、 1620

年代後 ‘ドのどちら かといえば太くてゆ っ たりとした鉗線にな る作例 と 、 1630年代後半のどちらか といえば

疫せて硬質な糾線にな る作例と の 中 1間 に位凶するものとしてこれ らの作例 を把握しておいて良 いだろう

と、私は名 えて いる 。 また、 等益がこ のサイ ズで人物 を描いた楷休人物図は本作のほかに数点が知られて

い るに過 ぎず 、 その点でも本凶は質重である 。

参考文献 ： 『雲谷等益 党永期の雪舟流 』 （展況会図録）、 山口県立美術館、 2001年



Unkoku Toeki, "Dao Yuanming and Lin I feijing" 

Description 
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The right side screen depicts a reclu 

attendants behind. The chrysanthemum blooming in the flower garden su 

other than Dao Yuanming (365-427), who favored this flower. The Jar 

identify this subject by connoting t 

"Homecoming Ode". The qin (Chin 

standing screen also make ref eren 

books". However, the qin depicted in this painting has str in砂

Yuanming could play the instrument string-less. The leIL sid 
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arranging plum blossoms and camellias in a vase, and his atlcndant slanding oulside wilh a Lray. Fron 

the plum trees surrounding his hut and the crane flying towards the attendant, the recluse is identified 

as Lin Beijing (967-1028) who was called Lhe man wilh "Plum Wife and Crane Children" because of 

his unwillingness to marry and hi 

Yuanming and Lin Heijing are bolh celebraled Chin 

for painting in Japan since medieval times. The dark ink slrokes and the vivid 

chrysanthemum and other elements contrast well with the while blank space. The painting creates a 

refreshing yet sophisticated composilion Lhal would have satisfied the ta st•~ 

during the early Edo period 

The painter of this work, Unkoku Toeki (1591-1644), was Lhe secondｭ

Unkoku family. They were a warrior family that served the Mori clan that ruled the region of Su — 

and Nagato (presently Yamaguchi pre.feclure). The firsl head of the family, Togan, claimed himself 

as "Unkoku III," while Toeki identified himselr as "SesshO IV". Toeki inherited the studio of SesshO 

(ca. 1420-1502/6) named Unkolzu -a、n, as wel I as the SesshCt painting, "Landscape in Four 

(presently in the collection of th 

ced the interpretation of th 

Each screen has a sign and seal 

kanji character "扉'abbrev i a led Lo r 

when compared to hi 

ho IV Unkoku Toeki" with th 

iLion, and has slightly gentler brushwork 

al reading "hokkyo". Thi 

tendency can be seen in olher painlings Lhal have the same set of a sign and seals as this screen, such 

as "Landscape" (Saizen-in Temple, Wakayama prefecture) and "Eight Views of Xiao and XianN" 

(Kitano TenmangO Shrine, Kyoto). It cannot be determined at this time whether these differences in 
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tyle should be considered as a shift in Toeki's own style or from the result of the involvement of his 

workshop. The difference of this "slightly gentler" style is, indeed, extremely subtle, and the work 

itself certainly shows the standard quality of Toeki's own hand. Toeki's brushwork in the latter half 

f 1620s tends to be thick and flowing while his brushwork in the late 1630s is rather thin and hard. 

Therefore, it can be considered that lhis work was produced by Toeki who had been shifting his style 

from lhe !alter half of 1620s'to lhe !ale 1630s'. In addition, lhere are a few examples of Toeki's work 

in this slyle where figures are painled in this scale, rcsulling in a work that can be considered 

Rcfcrcn 

Un/calm Toeld ⑰ d followers of Sess加 in the Ji応t half of I he 17 t" Centu, ツ， Exh. cat. Yamaguchi: The 

Yamaguchi Prefeclural Museum of 八 rl, 2001. 

(TranslaLcd by Joseph Loh, Miwako Tezuka and Regina Bclard.) 




